
(57)【要約】

【課題】　少なくとも一部が透明な部材で形成された遊

技板の裏面側に、表示装置が配置されることにより、遊

技の興趣を向上させるとともに、表示装置から発生する

熱による弾球遊技機の故障を防止する。

【解決手段】　弾球遊技機１は、少なくとも一部が透明

な部材で形成された遊技板３２と、遊技板３２の裏面側

に配備され、所定の画像を表示可能な表示装置７０とを

有する。そして、遊技板３２と表示装置７０との間には

、スペーサ１１０が備えられている。

【選択図】　　　 図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 遊 技 板 か ら 構 成 さ れ る 遊 技 盤 と 、 前 記 遊 技 板
の 裏 面 側 に 配 備 さ れ 、 所 定 の 画 像 を 表 示 可 能 な 表 示 装 置 と を 有 す る 弾 球 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 記 遊 技 板 と 前 記 表 示 装 置 と の 間 に 遊 技 球 が 通 過 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 弾 球 遊 技
機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 前 記 遊 技 板 の 表 面 側 の 遊 技 領 域 に 打 ち
出 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 遊 技 板 の 裏 側 の 遊 技 領 域 へ 転 動 案 内 さ せ る と と も に 、 裏 側 の 遊 技 領
域 に 転 動 さ れ た 遊 技 球 を 表 側 の 遊 技 領 域 へ 排 出 す る 裏 通 路 部 と 、
　 前 記 裏 通 路 部 内 を 通 過 す る 遊 技 球 を 検 出 す る 検 出 部 と 、
　 前 記 検 出 部 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 遊 技 球 の 通 過 を 判 定 す る 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 と 、
　 前 記 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 所 定 の 演 出 を 実 行 す る 演 出 実 行 手 段
と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 弾 球 遊 技 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ チ ン コ 遊 技 機 等 の 弾 球 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 遊 技 盤 が 備 え ら れ た 弾 球 遊 技 機 が あ る 。 こ の 弾 球 遊
技 機 に お い て は 、 遊 技 盤 の 透 明 部 分 の 裏 面 側 に 、 画 像 な ど を 表 示 す る 表 示 装 置 が 備 え ら れ
て い る 。 こ の よ う な 弾 球 遊 技 機 に よ れ ば 、 遊 技 者 が 遊 技 球 の 動 き を 視 認 し な が ら 、 遊 技 盤
を 介 し て 表 示 装 置 の 表 示 内 容 を 視 認 可 能 で あ る た め 、 弾 球 遊 技 機 は 遊 技 の 興 趣 を 向 上 さ せ
る こ と が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ７ ６ ５ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 弾 球 遊 技 機 に お い て は 、 遊 技 板 の 裏 面 側 に お い て 遊 技 球 が 流 下 で
き な い た め 、 遊 技 球 の 流 下 態 様 が 単 調 と な っ て し ま い 、 遊 技 の 興 趣 の 向 上 が あ ま り 望 め な
か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 遊 技 盤 の 表 面 側 の み な ら ず
、 裏 側 も 遊 技 球 を 流 下 さ せ る こ と に よ り 、 奥 行 感 の あ る 遊 技 を 実 行 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と
が で き る と と も に 、 遊 技 の 興 趣 を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が で き る 弾 球 遊 技 機 を 提 供 す る こ と
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た
遊 技 板 （ 例 え ば 、 遊 技 板 ３ ２ ） か ら 構 成 さ れ る 遊 技 盤 （ 例 え ば 、 遊 技 盤 ３ ０ ） と 、 遊 技 板
の 裏 面 側 に 配 備 さ れ 、 所 定 の 画 像 を 表 示 可 能 な 表 示 装 置 （ 例 え ば 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７
０ ） と を 有 す る 弾 球 遊 技 機 で あ っ て 、 遊 技 板 と 表 示 装 置 と の 間 に 遊 技 球 が 通 過 可 能 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 に よ れ ば 、 遊 技 板 と 表 示 装 置 と の 間 に 遊 技 球 が 通 過 可 能 で あ る こ と に
よ り 、 表 面 側 の み な ら ず 裏 面 側 に お い て も 遊 技 球 が 流 下 可 能 と な る た め 、 弾 球 遊 技 機 は 、
奥 行 感 の あ る 遊 技 を 実 行 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る と と も に 、 遊 技 の 興 趣 を 飛 躍 的 に
高 め る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 遊 技 板 の 表 面 側
の 遊 技 領 域 に 打 ち 出 さ れ た 遊 技 球 を 遊 技 板 の 裏 側 の 遊 技 領 域 （ 例 え ば 、 遊 技 球 通 過 領 域 ３
０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ ， ４ ０ ８ ａ ） へ 転 動 案 内 さ せ る と と も に 、 裏 側 の 遊 技 領 域 に 転 動 さ れ た
遊 技 球 を 表 側 の 遊 技 領 域 へ 排 出 す る 裏 通 路 部 （ 例 え ば 、 裏 通 路 部 ３ ０ ０ ） と 、 裏 通 路 部 内
を 通 過 す る 遊 技 球 を 検 出 す る 検 出 部 （ 例 え ば 、 検 出 部 ９ １ ， ９ ２ ） と 、 検 出 部 に よ る 検 出
結 果 に 基 づ い て 遊 技 球 の 通 過 を 判 定 す る 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ ） と 、 遊 技
球 通 過 判 定 手 段 に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 所 定 の 演 出 を 実 行 す る 演 出 実 行 手 段 （ 例 え ば 、
Ｃ Ｐ Ｕ ） と が 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 に は 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 遊 技 板 の 表 面 側 の 遊 技
領 域 に 打 ち 出 さ れ た 遊 技 球 を 遊 技 板 の 裏 側 の 遊 技 領 域 へ 転 動 案 内 さ せ る と と も に 、 裏 側 の
遊 技 領 域 に 転 動 さ れ た 遊 技 球 を 表 側 の 遊 技 領 域 へ 排 出 す る 裏 通 路 部 と 、 裏 通 路 部 内 を 通 過
す る 遊 技 球 を 検 出 す る 検 出 部 と 、 検 出 部 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 遊 技 球 の 通 過 を 判 定 す
る 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 と 、 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 所 定 の 演 出 を 実
行 す る 演 出 実 行 手 段 と が 備 え ら れ た こ と に よ り 、 遊 技 球 が 裏 通 路 部 を 通 過 し た こ と に よ り
様 々 な 演 出 が 実 行 さ れ る た め 、 弾 球 遊 技 機 は 、 遊 技 者 に 高 い 期 待 感 を 持 た せ る こ と が で き
る と と も に 、 遊 技 の 興 趣 を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 遊 技 板 の 裏 側 で は 遊 技 球
が 裏 通 路 部 を 通 過 す る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 は 、 遊 技 板 の 裏 側 を 流 下 す る 遊 技 球 に よ っ
て 表 示 装 置 に 傷 が 付 か な い よ う に す る こ と が 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 表
示 装 置 か ら 発 す る 光 が 、 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 裏 通 路 部 を 通 過 す る 遊 技 球 に 反 射 す る た
め 、 弾 球 遊 技 機 は 、 当 該 光 の 反 射 に よ る 演 出 効 果 も 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 遊 技 板 （ 例 え ば 、 遊 技 板 ３
２ ） か ら 構 成 さ れ る 遊 技 盤 （ 例 え ば 、 遊 技 盤 ３ ０ ） と 、 遊 技 板 の 裏 面 側 に 配 備 さ れ 、 所 定
の 画 像 を 表 示 可 能 な 表 示 装 置 （ 例 え ば 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ ） と を 有 す る 弾 球 遊 技 機
で あ っ て 、 遊 技 板 と 表 示 装 置 と の 間 が 所 定 の 間 隔 あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 遊 技 板 と 表
示 装 置 と の 間 に は 、 本 実 施 形 態 で は ス ペ ー サ （ 例 え ば 、 ス ペ ー サ １ １ ０ ） が 備 え ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 場 合 に は 、 遊 技 板 と 表 示 装 置 と の 間 が 所 定 の 間 隔 あ る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 は 、
表 示 装 置 の 動 作 に 伴 っ て 発 生 す る 熱 が 多 量 に 遊 技 板 に 設 置 さ れ た 各 種 部 品 （ 例 え ば 、 弾 球
遊 技 機 １ の 動 作 に 関 係 す る 部 品 な ど ） な ど に 伝 わ る と い う 事 態 を 防 止 可 能 な 構 造 を 持 つ こ
と が で き る と と も に 、 表 示 装 置 か ら 発 生 す る 熱 に よ る 弾 球 遊 技 機 １ の 故 障 を 防 止 可 能 な 構
造 を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 遊 技 板 と 表 示 装 置 と の 間 隔 が 存 在 す る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 は 、 表 示 装 置 の 表
示 が 遊 技 盤 に 対 し て 奥 行 き が あ る よ う な 感 覚 を 遊 技 者 に 与 え る こ と が で き 、 演 出 効 果 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 弾 球 遊 技 機 は 、 表 示 装 置 の 表 示 に 対 し て 、 遊 技 盤 の 遊 技 領
域 に 投 入 さ れ た 遊 技 球 が 宙 に 浮 い て い る よ う な 感 覚 を 遊 技 者 に 与 え る こ と が で き 、 視 覚 的
な 演 出 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 ス ペ ー サ は 、 正 面 側 か ら 見 て 、 表 示 装 置 の 周 縁 部 と 重 な る 位 置 に
備 え ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 表 示 装 置 の 周 縁 部 付 近 に 他 の 部 材 と の 間 で 存 在 す る 隙
間 や 、 例 え ば 、 表 示 装 置 の 液 晶 部 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 枠 が 遊 技 者 に よ っ て 視 認 さ れ な い た
め 、 弾 球 遊 技 機 は 、 弾 球 遊 技 機 の 外 観 が 美 し い と い う 感 覚 を 遊 技 者 に 与 え る こ と が で き 、
弾 球 遊 技 機 の 外 観 に お け る 美 観 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 ス ペ ー サ は 、 遊 技 板 に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。 こ の
場 合 に は 、 作 業 者 等 は 遊 技 盤 の 交 換 を 容 易 に 行 え る こ と が で き 、 弾 球 遊 技 機 は 、 遊 技 盤 の
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交 換 時 に お け る 作 業 時 間 や 作 業 コ ス ト を 低 減 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 発 明 に お い て は 、 遊 技 板 の 所 定 位 置 に は 係 止 部 （ 例 え ば 、 係 止 孔 ３ ０ ａ ） が 備 え ら
れ て お り 、 ス ペ ー サ の 所 定 位 置 に は 係 止 部 に 係 止 さ れ る た め の 係 止 片 （ 例 え ば 、 係 止 片 １
１ １ ） が 備 え ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 ス ペ ー サ を 遊 技 板 に 取 り 付 け る た め の 取 り 付
け 部 品 （ 例 え ば 、 ネ ジ な ど ） が 不 要 と な り 、 弾 球 遊 技 機 の 製 造 に 要 す る コ ス ト の 低 減 化 が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 発 明 に お い て 、 弾 球 遊 技 機 を 遊 技 場 に 備 え ら れ る 遊 技 島 に 固 定 す る た め の 外 枠 （ 例
え ば 、 外 枠 ８ ０ ） と 、 当 該 外 枠 に 対 し て 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 本 体 枠 （ 例 え ば 、 ベ ー
ス ド ア ６ ０ ） と が 備 え ら れ 、 表 示 装 置 は 、 本 体 枠 の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 遊 技 盤 は
、 本 体 枠 の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 従 来 で は 、 遊 技 盤 を 交 換 す る と き に は 、 正 常 動
作 が 行 え る 表 示 装 置 も 一 緒 に 交 換 さ れ て い た た め 、 遊 技 盤 だ け の 交 換 に 必 要 な コ ス ト が 高
く な っ て し ま っ て い た 。 本 発 明 で は 、 表 示 装 置 が 本 体 枠 の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ た ま ま 、 遊
技 盤 だ け が 本 体 枠 か ら 取 り 外 す こ と が 可 能 と な り 、 遊 技 盤 だ け の 交 換 に 必 要 な コ ス ト が 低
減 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 遊 技 板 の 裏 面 側 に 、 表 示 装
置 を 配 置 す る こ と に よ り 、 遊 技 の 興 趣 を 向 上 さ せ る と と も に 、 表 示 装 置 か ら 発 生 す る 熱 に
よ る 弾 球 遊 技 機 の 故 障 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 弾 球 遊 技 機 １ の 構 成 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １
は 、 本 実 施 形 態 に お け る 弾 球 遊 技 機 １ の 全 体 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 上 記 弾 球 遊 技
機 １ を 構 成 す る 各 部 を 分 解 し た 様 子 を 示 す 分 解 説 明 図 で あ る 。 図 ３ は 、 正 面 か ら 見 た 場 合
の 遊 技 盤 ３ ０ の 外 観 図 で あ る 。 図 ４ は 、 裏 面 側 か ら 見 た 場 合 の 遊 技 盤 ３ ０ の 外 観 を 示 す 図
で あ る 。 図 ５ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ が ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す
図 で あ る 。 後 述 す る よ う に 、 遊 技 盤 ３ ０ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と は 所 定 の 間 隔 空 け ら
れ た 状 態 で 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 遊 技 場 に 備 え ら れ る 遊 技 島 に 固 定 す る た め の 外 枠
８ ０ と 、 外 枠 ８ ０ に 取 り 付 け ら れ た ベ ー ス ド ア ６ ０ と を 備 え て い る 。 外 枠 ８ ０ の 前 面 の 左
上 部 及 び 左 下 部 に は 、 ヒ ン ジ 凸 部 ８ ０ ａ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面
の 左 上 部 及 び 左 下 部 に は 、 ヒ ン ジ 凹 部 ６ ０ ｃ が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 ヒ ン ジ 凹 部 ６ ０
ｃ に 、 ヒ ン ジ 凸 部 ８ ０ ａ が 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 外 枠 ８ ０ に 対 し て ベ ー ス ド ア ６ ０ が
開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 弾 球 遊 技 機 １ に お い て 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 に は 、
液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 所 定 の 画 像
（ 例 え ば 、 演 出 画 像 な ど ） を 表 示 可 能 な 表 示 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
部 ７ ０ に は 、 所 定 の 画 像 を 表 示 可 能 な 液 晶 部 ７ ０ ａ と 、 液 晶 部 ７ ０ ａ の 周 囲 に 配 備 さ れ た
液 晶 枠 ７ ０ ｂ と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ を ベ ー ス ド ア ６ ０ の 上 側 か ら 、 差
し 入 れ る こ と が 可 能 な レ ー ル 部 （ 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て い る と と も に 、 開 口 部 ６ ０ ｅ が
備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ が レ ー ル 部 に 差 し 入 れ ら れ た 状 態
で 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ が レ ー ル 部 に 差
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し 入 れ ら れ た 状 態 に お い て は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 液 晶 部 ７ ０ ａ は 、 正 面 側 か ら 見
て ベ ー ス ド ア ６ ０ の 開 口 部 ６ ０ ｅ と 重 な る 位 置 （ 即 ち 、 対 向 す る 位 置 ） に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 上 方 に は ス ピ ー カ ７ ５ を 嵌 め 込 む こ と が 可
能 な 開 口 部 ６ ０ ｄ が 備 え ら れ て お り 、 こ の 開 口 部 ６ ０ ｄ に は ス ピ ー カ ７ ５ が 嵌 め 込 ま れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 に は 、 遊 技 盤 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い
る 。 具 体 的 に は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 中 央 に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 取 り 付 け ら れ た 遊
技 盤 ３ ０ が 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 遊 技 盤 ３ ０ は 、 遊 技 板 ３ ２ と 、 こ の 遊 技
板 ３ ２ に 備 え ら れ た 後 述 す る 各 種 の 遊 技 部 材 （ 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ な ど ） と を 備 え て い
る 。 こ の た め 、 弾 球 遊 技 機 １ に お い て は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面
側 に 配 備 さ れ る こ と に な る 。 図 ２ や 図 ５ に 示 す よ う に 、 遊 技 板 ３ ２ の ４ つ の 角 部 分 に は 、
孔 部 ３ １ が 備 え ら れ て お り 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ に は 、 ４ つ の 所 定 位 置 に 、 そ れ ぞ れ 、 留 め 部
材 ６ １ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 留 め 部 材 ６ １ は 、 板 部 ６ １ ａ と 、 留 め 部 材 ６ １ が 遊 技 板 ３ ２ の 孔 部 ３ １ に 嵌 め 込 ま
れ た と き に 、 回 転 操 作 に よ り 遊 技 板 ３ ２ が ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 抜 け な い 位 置 又 は 遊 技 板 ３
２ が ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 抜 け る 位 置 に 、 板 部 ６ １ ａ を 配 置 さ せ る た め の 回 転 部 ６ １ ｂ と を
備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 板 ３ ２ の ４ つ の 孔 部 ３ １ に は ベ ー ス ド ア ６ ０ に 備 え ら れ た
４ つ の 留 め 部 材 ６ １ が 嵌 め 込 ま れ 、 回 転 部 ６ １ ｂ が 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 遊 技 板 ３ ２ が
ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 抜 け な い 状 態 で 、 板 部 ６ １ ａ が 配 置 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 回 転 部
６ １ ｂ が 回 転 さ れ 、 遊 技 板 ３ ２ が ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 抜 け る 位 置 に 、 板 部 ６ １ ａ が 配 置 さ
れ る こ と に な り 、 遊 技 盤 ３ ０ が ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 取 り 出 し 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 発 光 基 板 １ ３ ０ 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ 、 球 通 路 部 １ ２
０ が 備 え ら れ て い る 。 こ れ ら に つ い て の 説 明 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 遊 技 盤 ３ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 遊 技 盤 ３ ０ の 遊 技 領 域
が 正 面 側 か ら 見 て ベ ー ス ド ア ６ ０ の 開 口 部 ６ ０ ｅ と 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ の 遊 技 盤
３ ０ に 備 え ら れ て い る 遊 技 板 ３ ２ の 少 な く と も 一 部 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 表 示 領
域 を 正 面 側 か ら 見 て 視 認 可 能 な 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の 透 明 部 材 は 、 無 色 透 明
の ア ク リ ル 樹 脂 材 、 ボ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 又 は ポ リ ア リ レ ー ト 樹 脂 等 の 合 成 樹 脂 で 形 成 さ
れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 遊 技 板 ３ ２ の 全 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て い る と す る 。 な お 、
遊 技 板 ３ ２ の 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て い る 場 合 も 本 発 明 は 同 様 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 遊 技 板 ３ ２ は 、 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ と 、 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 ４ と
、 一 般 入 賞 口 ５ と 、 始 動 口 ６ と 、 ア ウ ト 口 ７ と 、 大 入 賞 口 ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ 及 び 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 ４ は 、 遊 技 球 の 流 下 方 向 を 大 き く 変 化 さ
せ る も の で あ る 。 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ は 、 遊 技 球 が 流 下 可 能 な 遊 技 領 域 の 上 方 に 位 置 す
る よ う に 配 備 さ れ 、 遊 技 板 ３ ２ の 面 に 対 し て 直 角 に 立 設 さ れ た 壁 体 か ら 構 成 さ れ る 。 第 ２
遊 技 球 誘 導 部 材 ４ は 、 当 該 遊 技 領 域 の 下 方 に 位 置 す る よ う に 配 備 さ れ 、 遊 技 板 ３ ２ の 面 に
対 し て 直 角 に 立 設 さ れ た 壁 体 か ら 構 成 さ れ る 。 一 般 入 賞 口 ５ は 、 当 該 一 般 入 賞 口 ５ に 遊 技
球 が 入 球 す る と 所 定 数 （ 例 え ば 、 １ ５ 個 ） の 遊 技 球 （ 賞 球 ） が 払 い 出 さ れ る よ う に 構 成 さ
れ て お り 、 遊 技 球 の 入 球 に よ り 遊 技 者 に 所 定 の 利 益 （ 賞 球 の 払 い 出 し ） を 付 与 す る た め の
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 始 動 口 ６ は 、 当 該 始 動 口 ６ に 遊 技 球 が 入 球 す る と 大 当 り 判 定 用 の 乱 数 値 及 び 大 当 り 図 柄
決 定 用 の 乱 数 値 な ど が 抽 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ア ウ ト 口 ７ は 、 始 動 口 ６ や 大 入
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賞 口 ８ や 一 般 入 賞 口 ５ な ど の い ず れ に も 入 球 し な か っ た 遊 技 球 を 受 け 入 れ る 。 大 入 賞 口 ８
は 、 特 定 領 域 （ い わ ゆ る Ｖ ゾ ー ン ） と 一 般 領 域 と を 備 え 、 大 当 り 判 定 用 の 乱 数 値 に 基 づ く
大 当 り 判 定 の 結 果 に 応 じ 、 所 定 の 設 定 に 従 っ て 開 閉 す る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 係 止 孔 ３ ０ ａ （ 係 止 部 ） は 、 遊 技 板 ３ ２ の 各 所 定 位 置 に 備
え ら れ て い る 。 こ の 係 止 孔 ３ ０ ａ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 所 定 位 置 に 備 え ら れ た 係 止 片 １ １
１ が 係 止 さ れ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 誘 導 路 ユ ニ ッ ト 部 ４ ａ は 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 に 配 備 さ れ て い る 。 こ
の 誘 導 路 ユ ニ ッ ト 部 ４ ａ は 、 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ の 下 方 に 備 え ら れ た ２ つ の 孔 に 投 入 さ
れ た 遊 技 球 を 、 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 ４ の 上 方 に 備 え ら れ た ３ つ の 孔 の い ず れ か か ら 排 出 さ
せ る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 始 動 口 ユ ニ ッ ト 部 ６ ａ は 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 に 配 備 さ れ 、 裏 面 側 か ら 見 て 始 動 口 ６ と 重
な る 位 置 に 配 備 さ れ て い る 。 こ の 始 動 口 ユ ニ ッ ト 部 ６ ａ に は 、 始 動 口 ６ に 備 え ら れ て い る
始 動 領 域 を 遊 技 球 が 通 過 し た こ と を 検 出 す る 始 動 入 賞 球 ス イ ッ チ や 、 始 動 口 ６ に 備 え ら れ
て い る １ 対 の 羽 根 を 開 閉 す る た め の 始 動 口 ソ レ ノ イ ド な ど が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 大 入 賞 口 ユ ニ ッ ト 部 ８ ａ は 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 に 配 備 さ れ 、 裏 面 側 か ら 見 て 大 入 賞 口 ８
と 重 な る 位 置 に 配 備 さ れ て い る 。 こ の 大 入 賞 口 ユ ニ ッ ト 部 ８ ａ に は 、 大 入 賞 口 ８ の 扉 を 開
閉 す る 大 入 賞 口 ソ レ ノ イ ド や 、 大 入 賞 口 ８ に 備 え ら れ て い る 特 定 領 域 や 一 般 領 域 を 通 過 し
た 遊 技 球 の 数 を 計 数 す る た め の ス イ ッ チ な ど が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 述 の 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 左 上 部 及 び 左 下 部 に は 、 ヒ ン ジ 凹 部
６ ０ ｆ （ 凹 み の 様 子 は 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て お り 、 前 面 の 左 中 部 に は 、 ヒ ン ジ 凸 部 ６ ０
ｇ （ 凸 の 様 子 は 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 ガ ラ ス 枠 １ ０ の 裏 面 の 左 上 部 に は 、
ヒ ン ジ 凸 部 （ 図 示 せ ず ） が 備 え ら れ て お り 、 裏 面 の 左 下 部 に は 、 ヒ ン ジ 凹 部 （ 図 示 せ ず ）
が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 左 上 部 に 備 え ら れ た ヒ ン ジ 凹 部 ６ ０
ｆ に 、 ガ ラ ス 枠 １ ０ に 備 え ら れ た ヒ ン ジ 凸 部 が 嵌 め 込 ま れ る と と も に 、 ヒ ン ジ 凸 部 ６ ０ ｇ
が 、 ガ ラ ス 枠 １ ０ に 備 え ら れ た ヒ ン ジ 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ に
対 し て 、 ガ ラ ス 枠 １ ０ が 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 左 下
部 に 備 え ら れ た ヒ ン ジ 凹 部 ６ ０ ｆ に 、 皿 部 ２ ０ の 裏 面 に 備 え ら れ た ヒ ン ジ 凸 部 （ 図 示 せ ず
） が 嵌 め 込 ま れ る こ と に よ り 、 皿 部 ２ ０ が ベ ー ス ド ア ６ ０ に 対 し て 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら
れ る 。 こ の ガ ラ ス 枠 １ ０ に は 、 遊 技 盤 ３ ０ の 前 面 を 覆 う た め の 前 面 ガ ラ ス １ １ が は め 込 ま
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 の 下 方 に は 、 皿 部 ２ ０ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。 こ の 皿 部 ２ ０ は 、 賞 球 な ど に よ り 払 い 出 さ れ た 遊 技 球 な ど を 貯 留 す る た め の 上 皿
と 、 ア ウ ト 口 ７ に 受 け 入 れ ら れ た 遊 技 球 な ど を 貯 留 す る た め の 下 皿 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 発 射 ハ ン ド ル ４ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 に 取 り 付 け ら れ た 皿 部 ２ ０ の 右 側 に 取 り 付
け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 こ の 発 射 ハ ン ド ル ４ ０ に 備 え ら れ た 係 止 片 （ 図 示 せ ず ） が 、
ベ ー ス ド ア ６ ０ の 右 下 方 に 備 え ら れ た 係 止 穴 に 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 発 射 ハ ン ド ル ４ ０
は ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け ら れ る 。 な お 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 下 方 の 右 側 に は 、 発 射 ハ ン
ド ル に 備 え ら れ た ハ ー ネ ス （ ボ リ ュ ー ム ス イ ッ チ と 発 射 装 置 と を 接 続 す る た め の ハ ー ネ ス
、 図 示 せ ず ） を 差 し 通 す た め の 貫 通 孔 が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ユ ニ ッ ト 部 ９ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 の 左 側 （ 正 面 側 か ら 見 て 左 側 ） に 配 備 さ
れ 、 図 示 し な い ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 第 １ ユ ニ ッ ト 部
９ ０ に は 、 遊 技 球 を 貯 留 す る た め の 球 タ ン ク 、 貸 球 又 は 賞 球 用 の 遊 技 球 の 払 い 出 し を 行 う
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払 出 装 置 、 貸 球 や 賞 球 な ど の 遊 技 球 の 通 路 で あ る 遊 技 球 通 路 な ど が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ２ ユ ニ ッ ト 部 １ ０ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 の 右 側 （ 正 面 側 か ら 見 て 右 側 ） に 取 り
付 け ら れ て い る 。 こ の 第 ２ ユ ニ ッ ト 部 １ ０ ０ に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ に 表 示 す る 図
柄 の 表 示 制 御 を 行 う 図 柄 制 御 基 板 、 遊 技 盤 ３ ０ の 前 面 な ど に 配 備 さ れ た 各 種 ラ ン プ の 点 灯
、 点 滅 制 御 な ど を 行 う ラ ン プ 制 御 基 板 、 大 当 た り 判 定 な ど の 遊 技 処 理 全 般 を 制 御 す る 主 制
御 基 板 、 貸 球 及 び 賞 球 の 払 い 出 し に 関 す る 制 御 を 行 う 払 出 基 板 、 各 基 板 の 動 作 に 必 要 な 電
源 を 供 給 す る 電 源 基 板 な ど が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 遊 技 機 に お い て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０
が ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け ら れ た ま ま の 状 態 で あ り 、 且 つ ガ ラ ス 枠 １ ０ が ベ ー ス ド ア ６
０ に 対 し て 開 放 さ れ た 状 態 で 、 作 業 者 等 が 回 転 部 ６ １ ｂ を 回 転 操 作 し 、 遊 技 板 ３ ２ が ベ ー
ス ド ア ６ ０ か ら 抜 け る 位 置 に 板 部 ６ １ ａ を 配 置 さ せ る こ と に よ り 、 作 業 者 等 は 遊 技 盤 ３ ０
を ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ は 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 に ス ペ ー サ １ １ ０ が 備 え ら れ て い
る 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ７ は 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 に ス ペ
ー サ が 備 え ら れ て い る 様 子 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 に 、 発 光 基 板
１ ３ ０ と 球 通 路 部 １ ２ ０ と を 備 え る ス ペ ー サ １ １ ０ が 備 え ら れ て い る 様 子 を 示 す 図 で あ る
。 図 ９ は 、 弾 球 遊 技 機 １ を 構 成 す る 遊 技 盤 ３ ０ と 、 ス ペ ー サ １ １ ０ と 、 球 通 路 部 １ ２ ０ と
、 発 光 基 板 １ ３ ０ と 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と が 分 解 さ れ た 様 子 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
図 １ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 た と き の ス ペ ー サ １ １ ０ を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 弾 球 遊 技 機 １ に お い て は 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶
デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 備 え ら れ て い る 。 先 ず ス ペ ー サ １ １ ０
の 構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 遊 技 板 ３ ２ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ９
に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 の 各 所 定 位 置 に は 、 遊 技 板 ３ ２ に 備 え ら れ た 係 止 孔
３ ０ ａ に よ っ て 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る た め の 係 止 片 １ １ １ が 備 え ら れ て い る 。 そ し て 、 図
９ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 各 係 止 片 １ １ １ の 位 置 と 、 遊 技 板 ３ ２ に 備
え ら れ た 各 係 止 孔 ３ ０ ａ の 位 置 と が そ れ ぞ れ 合 わ せ ら れ て 、 各 係 止 片 １ １ １ は 、 そ れ ぞ れ
、 各 係 止 孔 ３ ０ ａ に 対 し て 、 取 り 外 し 可 能 に 係 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 各 係 止 片 １ １ １ は
、 各 係 止 孔 ３ ０ ａ に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 部 ７ ０ ａ を 視 認 可 能 と
す る た め の 貫 通 孔 １ １ ０ ｃ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 球 通 路 部 １ ２ ０ と 連 通 し 、 一 般 入 賞 口 ５ に 入 球 さ れ た 遊 技
球 を 受 け 入 れ る た め の 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ が 正 面 側 か ら 見 て 一 般 入 賞 口 ５ と 重 な る 位 置 に
備 え ら れ て い る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 具 体 的 に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け ら
れ る と と も に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 球 通 路 部 １ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 球 受 け 入 れ 孔
１ １ ２ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に お い て 、 正 面 側 か ら 見 て 遊 技 板 ３ ２ に 配 備 さ れ た 一 般 入 賞 口
５ と 重 な る 位 置 で あ る と と も に 、 球 通 路 部 １ ２ ０ の 通 路 部 １ ２ １ の 上 端 部 １ ２ １ ａ と 重 な
る 位 置 に 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に は 、 発 光 基 板 １ ３ ０ を 取 り 付 け る た め の ネ ジ 挿 入 用 の
突 出 部 １ １ ５ が 配 備 さ れ て い る （ 後 述 の 図 １ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が 嵌 め 込 ま

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-152580 A 2005.6.16



れ る た め の 凹 部 １ １ ４ が 備 え ら れ て い る 。 こ の 凹 部 １ １ ４ は 、 複 数 の 開 口 部 １ １ ３ を 備 え
て い る 。 こ れ ら の 開 口 部 １ １ ３ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に お い て 、 発 光 基 板 １ ３ ０ が ス ペ ー サ
１ １ ０ の 裏 面 に お け る 所 定 位 置 に 取 り 付 け ら れ た と き に 、 正 面 側 か ら 見 て 各 発 光 部 材 １ ３
１ と 重 な る 位 置 に 備 え ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 発 光 基 板 １ ３ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面
に お け る 所 定 位 置 に 取 り 付 け ら れ た と き は 、 発 光 部 材 １ ３ １ が 開 口 部 １ １ ３ と 臨 む 位 置 に
配 置 さ れ る こ と に よ り 、 遊 技 者 は 、 開 口 部 １ １ ３ を 通 し て 発 光 部 材 １ ３ １ か ら の 光 を 視 認
で き る 。 し た が っ て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 発 光 部 材 １ ３ １ が 、 発 光 部 材 １ ３ １ か ら の 光
を 遊 技 者 が 視 認 可 能 な 位 置 に 備 え ら れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 凹 部 １ １ ４ は 、 複 数 の 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ と 、 複 数 の 第 ２ の 係 止 孔 １ １ ０ ｂ と
を 備 え て い る 。 こ の 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ は 、 後 述 す る 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ の 所 定 位
置 に 備 え ら れ た 係 止 片 １ ４ ０ ａ が 係 止 さ れ る た め の も の で あ り 、 第 ２ の 係 止 孔 １ １ ０ ｂ は
、 後 述 す る 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ の 所 定 位 置 に 備 え ら れ た 係 止 片 １ ４ ０ ｂ が 係 止 さ れ る
た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ １ は 、 弾 球 遊 技 機 １ に お い て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ と 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間
の 配 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 弾 球 遊 技 機 １ に お い て 、 ス ペ ー サ １ １
０ は 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 周 縁 部 と 重 な る 位 置 に 備 え ら れ て い る 。
具 体 的 に は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 に 対 し て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 裏 面 側 に 取 り 付 け ら れ た
遊 技 盤 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０
の 裏 面 に 対 し て 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 枠 ７ ０ ｂ が ス ペ ー サ １ １ ０ に 隠 れ る 位 置 に 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 の 所 定 位 置 に 備 え ら れ 、 遊 技 球 の 通 路 で あ る 球 通 路 部 １ ２
０ の 構 成 の 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ２ は 、 正 面 側 か ら 見 た 場 合 の 球 通 路 部 １ ２ ０ の 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 ま た 、 図
１ ３ は 、 球 通 路 部 １ ２ ０ と 発 光 基 板 １ ３ ０ と が ス ペ ー サ １ １ ０ に ど の よ う に 取 り 付 け ら れ
て い る か を 説 明 す る た め の 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 球 通 路 部 １ ２ ０ に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 各 所 定 位 置 に 備 え ら れ た
係 止 片 １ １ ７ が 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る た め の 係 止 孔 １ ２ ３ が 備 え ら れ て い る 。 ま た 、 球 通
路 部 １ ２ ０ に は 、 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ か ら 送 ら れ て き た 遊 技 球 を 通 過 さ せ る た め の 通 路 部
１ ２ １ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 通 路 部 １ ２ １ に は 、 球 通 路 部 １ ２ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 上
端 部 １ ２ １ ａ が 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 通 路 部 １ ２
１ に 備 え ら れ た 下 端 部 １ ２ １ ｂ に は 、 下 向 き の 開 口 が 備 え ら れ て い る 。 さ ら に 、 通 路 部 １
２ １ に は 、 正 面 側 か ら 見 て 通 路 部 １ ２ １ の 前 面 側 に 開 口 が 形 成 さ れ て お り 、 裏 面 側 に 蓋 が
一 体 成 形 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 球 通 路 部 １ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態
で は 、 通 路 部 １ ２ １ は 通 路 部 １ ２ １ の 蓋 と ス ペ ー サ １ １ ０ と に 挟 ま れ た 空 間 を 形 成 し 、 遊
技 球 は こ の 空 間 を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 通 路 部 に お い て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 球 通 路 部 １ ２ ０ が 取 り 付 け ら
れ た 状 態 で は 、 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ を 介 し て 、 一 般 入 賞 口 ５ か ら 送 ら れ て き た 遊 技 球 が 上
端 部 １ ２ １ ａ に 送 ら れ 、 遊 技 球 が 通 路 部 １ ２ １ を 通 過 し 、 下 端 部 １ ２ １ ｃ の 開 口 か ら 弾 球
遊 技 機 １ の 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 球 通 路 部 １ ２ ０ に は 、 遊 技 球 の 通 過 を 検 出 す る た め の 遊 技 球 検 出
ス イ ッ チ １ ２ ５ を 差 込 こ む た め の 差 込 み 孔 １ ２ ２ が 備 え ら れ て い る 。 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ
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１ ２ ５ に は 、 遊 技 球 を 通 過 さ せ る た め の 通 過 孔 １ ２ ５ ａ が 備 え ら れ て い る 。 遊 技 球 検 出 ス
イ ッ チ １ ２ ５ は 、 差 込 み 孔 １ ２ ２ に 対 し て 、 通 路 部 １ ２ １ を 通 過 す る 遊 技 球 が 通 過 孔 １ ２
５ ａ を 通 過 可 能 な 位 置 に 差 し 込 ま れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 球 通 路 部 １ ２ ０ に は 、 遊 技
球 の 通 過 を 検 出 す る た め の 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ １ ２ ５ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ １ ２ ５ が 差 込 み 孔 １ ２ ２ に 差 し 込 ま れ た 状 態 で 、 通 路 部 １ ２ １
を 通 過 し た 遊 技 球 が 通 過 孔 １ ２ ５ ａ を 通 過 す る と 、 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ １ ２ ５ は 遊 技 球 の
通 過 を 検 出 し 、 図 示 し な い ハ ー ネ ス な ど を 介 し て 、 検 出 信 号 を 主 制 御 基 板 に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 球 通 路 部 １ ２ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 の 下 方 に 配 備 さ れ 、 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い
る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 各 所 定 位 置 に は 、 球 通 路 部 １ ２
０ に 備 え ら れ た 係 止 孔 １ ２ ３ に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る た め の 係 止 片 １ １ ７ が 備 え ら れ て い
る 。 そ し て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 各 係 止 片 １ １ ７ の 位 置 と
、 球 通 路 部 １ ２ ０ に 備 え ら れ た 各 係 止 孔 １ ２ ３ の 位 置 と が そ れ ぞ れ 合 わ せ ら れ て 、 各 係 止
片 １ １ ７ は 、 そ れ ぞ れ 、 各 係 止 孔 １ ２ ３ に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 各 係
止 片 １ １ ７ は 、 各 係 止 孔 １ ２ ３ に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の よ う に し て 構 成 さ れ た 球 通 路 部 １ ２ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ る こ
と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 １ に お い て 、 球 通 路 部 １ ２ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 て ス ペ ー サ １ １ ０ の
裏 面 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。 こ の た め 、 遊 技 者 は 、 透 明 な 遊 技 板 ３ ２ で 構 成 さ れ る 遊 技
盤 ３ ０ を 介 し て 、 球 通 路 部 １ ２ ０ を 視 認 し て し ま う こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 発 光 基 板 １ ３ ０ の 構 成 の 説 明 を 行 う
。 発 光 基 板 １ ３ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に 、 ネ ジ な ど に よ り 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 発
光 基 板 １ ３ ０ に は 、 複 数 の 発 光 部 材 １ ３ １ （ 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ ） と 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 対 し
て 当 該 発 光 基 板 １ ３ ０ を 取 り 付 け る た め の ね じ 挿 入 用 の 開 口 部 １ ３ ２ と が 配 備 さ れ て い る
。 そ し て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 発 光 基 板 １ ３ ０ に 備 え ら れ た 開 口 部 １ ３ ２ の 位 置 と 、 ス
ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 突 出 部 １ １ ５ の 位 置 と が 合 わ せ ら れ て 、 発 光 基 板 １ ３ ０ の 裏 面
側 か ら 、 ネ ジ な ど が 突 出 部 １ １ ５ 及 び 開 口 部 １ ３ ２ に 挿 入 さ れ て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 対 し
て 当 該 発 光 基 板 １ ３ ０ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ の 構 成 の 説
明 を 行 う 。 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 複 数 の 発 光 部 材 １ ３ １ か ら の 光 を 拡 散 す る も の で
あ る 。 こ の 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 （ 発 光 部 材 １ ３ １ の 前 面 側
） に 対 し て 、 正 面 側 か ら 見 て 上 記 複 数 の 発 光 部 材 １ ３ １ と 重 な る 位 置 に 配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 の 凹 部 １ １ ４ に は 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が 嵌 め
込 ま れ る 。 こ の 凹 部 １ １ ４ に 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 、 電 飾 用 レ ン
ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 て 凹 部 １ １ ４ に 配 備 さ れ た 開 口 部 １ １ ３ を 覆 っ て い る 。 ス
ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に 発 光 基 板 １ ３ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 各 発 光 部 材 １ ３ １ が 正 面
側 か ら 見 て 各 開 口 部 １ １ ３ に 臨 む 位 置 と な る こ と に よ り 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 ス
ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 側 か ら 見 て 複 数 の 発 光 部 材 １ ３ １ と 重 な る 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い る
こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ４ は 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ に ど の よ う に 取 り 付 け ら れ て い る
か を 説 明 す る た め の 外 観 図 で あ る 。 上 述 し た よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 所 定 位 置 に は 、 係
止 孔 （ 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ ， 第 ２ の 係 止 孔 １ １ ０ ｂ ） が 備 え ら れ て お り 、 電 飾 用 レ ン ズ
部 材 １ ４ ０ の 所 定 位 置 に は 、 係 止 孔 （ 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ ， 第 ２ の 係 止 孔 １ １ ０ ｂ ） に
係 止 さ れ る た め の 係 止 片 （ 第 １ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ ， 第 ２ の 係 止 片 １ ４ ０ ｂ ） が 備 え ら れ て
い る 。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ に は 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が 凹 部 １ １ ４ に 嵌
め 込 ま れ た と き に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ （ 及 び 第 ２ の 係 止
孔 １ １ ０ ｂ ） と 対 向 す る 位 置 に 、 第 １ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ （ 及 び 第 ２ の 係 止 片 １ ４ ０ ｂ ） が
配 備 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ し て 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ の 位
置 と 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ に 備 え ら れ た 第 １ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ の 位 置 と が そ れ ぞ れ 合
わ せ ら れ て 、 各 第 １ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ は 、 そ れ ぞ れ 、 各 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ に 取 り 外 し
可 能 に 係 合 さ れ る こ と に よ り 、 各 第 １ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ は 各 第 １ の 係 止 孔 １ １ ０ ａ に 着 脱
可 能 に 係 止 さ れ る 。 第 ２ の 係 止 片 １ ４ ０ ｂ も 同 様 に し て 、 第 ２ の 係 止 孔 １ １ ０ ｂ に 着 脱 可
能 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う に し て 構 成 さ れ た 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 に 取 り 付 け
ら れ 、 発 光 基 板 １ ３ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機
１ に お い て 、 発 光 部 材 １ ３ １ や 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 部 ７ ０ ａ
と 重 な ら な く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 作 用 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 の 弾 球 遊 技 機 １ に よ れ ば 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 に 、
ス ペ ー サ １ １ ０ が 備 え ら れ る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ 部 ７ ０ と の 間 の 間 隔 を 所 定 距 離 に 保 つ こ と が で き る 。 こ の た め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 液 晶
デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 動 作 に 伴 っ て 発 生 す る 熱 が 多 量 に 遊 技 板 ３ ２ に 設 置 さ れ た 各 種 部 品
（ 例 え ば 、 弾 球 遊 技 機 １ の 動 作 に 関 係 す る 部 品 な ど ） な ど に 伝 わ っ て し ま う 事 態 を 防 止 可
能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る と と も に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ か ら 発 生 す る 熱 に よ る 弾
球 遊 技 機 １ の 故 障 を 防 止 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 す な わ ち 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ た 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 側 に 、 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ 部 ７ ０ が 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 前 面 に お け る 遊 技 球
の 流 下 態 様 と と も に 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ に 表 示 さ れ た 所 定 の 演 出 が 遊 技 者 に よ っ て 視
認 可 能 と な る た め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 遊 技 の 興 趣 を 向 上 さ せ る と と も に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ 部 ７ ０ か ら 発 生 す る 熱 に よ る 弾 球 遊 技 機 １ の 故 障 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 隔 が 存 在 す る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技
機 １ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 表 示 が 遊 技 盤 ３ ０ （ 又 は 遊 技 板 ３ ２ ） に 対 し て 奥 行 き
が あ る よ う な 感 覚 を 遊 技 者 に 与 え る こ と が で き 、 演 出 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま
た 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 表 示 に 対 し て 、 遊 技 盤 ３ ０ の 遊 技 領 域 に
投 入 さ れ た 遊 技 球 が 宙 に 浮 い て い る よ う な 感 覚 を 遊 技 者 に 与 え る こ と が で き 、 視 覚 的 な 演
出 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 さ ら に 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 隔 が 存 在 し な い 場 合 に は 、 例 え ば
、 遊 技 者 は 、 発 射 レ ー ル よ り 外 側 に 位 置 す る 表 示 領 域 を 視 認 で き な い が 、 本 実 施 形 態 で は
、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 隔 が 所 定 距 離 に さ れ る た め 、 弾 球 遊 技 機 １
は 、 従 来 視 認 で き な か っ た 表 示 領 域 を 遊 技 者 に 視 認 さ せ る こ と が で き 、 演 出 効 果 を 一 層 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 周 縁 部 （ 例 え ば 、 液
晶 枠 ７ ０ ｂ ） と 重 な る 位 置 に 備 え ら れ る こ と に よ り 、 遊 技 者 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０
の 周 縁 部 付 近 に 他 の 部 材 と の 間 で 存 在 す る 隙 間 や 、 液 晶 枠 ７ ０ ｂ を 視 認 で き な い 。 こ の た
め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 外 観 に お け る 美 観 を 向 上 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 さ ら に 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 遊 技 板 ３ ２ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る こ と に よ り 、 作 業
者 等 は 遊 技 盤 ３ ０ の 交 換 を 容 易 に 行 え る こ と が で き 、 弾 球 遊 技 機 １ は 遊 技 盤 ３ ０ の 交 換 時
に お け る 作 業 時 間 や 作 業 コ ス ト を 低 減 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 遊 技 板 ３ ２ の 所 定 位 置 に は 係 止 孔 ３ ０ ａ が 備 え ら れ 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 所 定 位 置
に は 係 止 孔 ３ ０ ａ に 係 止 さ れ る た め の 係 止 片 １ １ １ が 備 え ら れ る こ と に よ り 、 ス ペ ー サ １
１ ０ を 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け る た め の 取 り 付 け 部 品 （ 例 え ば 、 ネ ジ な ど ） が 不 要 と な る た
め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 弾 球 遊 技 機 １ の 製 造 に 要 す る コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が 可 能 な 構 造
を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 さ ら に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 遊
技 盤 ３ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ の 前 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 従 来 で は 、 遊 技 盤 ３ ０ が 交 換
さ れ る と き は 、 正 常 動 作 が 行 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ も 一 緒 に 交 換 さ れ て い た た め 、 遊 技 盤
３ ０ だ け の 交 換 に 必 要 な コ ス ト が 高 く な っ て し ま っ て い た 。 本 実 施 形 態 で は 、 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ 部 ７ ０ が ベ ー ス ド ア ６ ０ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ た ま ま の 状 態 で 、 遊 技 盤 ３ ０ だ け が
ベ ー ス ド ア ６ ０ か ら 取 り 外 し 可 能 と な る た め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 遊 技 盤 ３ ０ だ け の 交 換 に
必 要 な コ ス ト を 低 減 可 能 な 構 造 を 持 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ 第 １ 変 更 例 ）
（ １ ） 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 に お い て 、 ス
ペ ー サ １ １ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 周 縁 部 （ 例 え ば 、 液 晶 枠 ７ ０
ｂ ） と 重 な る 位 置 に 備 え ら れ て い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 正 面 側 か
ら 見 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の 周 縁 部 （ 例 え ば 、 液 晶 枠 ７ ０ ｂ ） と 重 な ら な い 位 置 に 、
備 え ら れ て も よ い 。 ま た 、 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 正 面 側 か ら 見 て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ の
周 縁 部 の 一 部 と 重 な る 位 置 （ 例 え ば 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 の 液 晶 枠 ７ ０ ｂ の ４ 角 部 分 と 重
な る 位 置 ） に 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 上 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 限 定 さ れ ず 、 遊 技 板 ３ ２ と 液 晶 デ
ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ と の 間 隔 を 所 定 距 離 に 保 つ た め の も の で あ れ ば ど の よ う な 構 成 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ た 後 に 、 遊
技 板 ３ ２ が ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け ら れ る よ う に し て い た が 、 以 下 の よ う に し て も よ い
。 即 ち 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 遊 技 板 ３
２ は 、 遊 技 板 ３ ２ と ベ ー ス ド ア ６ ０ と の 間 に あ る ス ペ ー サ １ １ ０ を 挟 み 込 ん だ 状 態 で 、 ベ
ー ス ド ア ６ ０ に 直 接 取 り 付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 遊 技 板 ３ ２ に 備 え ら れ た 係 止 孔 ３ ０ ａ に 、 ス ペ ー サ １ １ ０
の 係 止 片 １ １ １ が 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 遊 技 板 ３ ２ に 着 脱 可 能 に 取
り 付 け ら れ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 以 下 の よ う に し て も よ い 。 即 ち 、 遊 技 板 ３ ２ に 対 し
て 、 ス ペ ー サ １ １ ０ は 、 ビ ス 留 め に よ り 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 ベ ー ス ド ア ６ ０ に 取 り 付 け
ら れ る よ う に し て い た が 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ る
よ う に し て も よ い 。 そ し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 ７ ０ が 取 り 付 け ら れ た ス ペ ー サ １ １ ０ が
、 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ ２ ） ス ペ ー サ １ １ ０ に は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ が 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 正 面
側 か ら 見 て 一 般 入 賞 口 ５ の 位 置 と 重 な ら な い 位 置 に 、 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ が 配 備 さ れ て も
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よ い 。 そ し て 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 面 に 、 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ と 、 通 路 部 １ ２ １ の 上 端 １ ２ １
ａ と を 連 通 す る た め の 連 通 路 が 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ １ ２ ５ は 、 球 通 路 部 １ ２ ０ に 備 え ら れ て い た が 、 一 般 入 賞 口
５ 内 に 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 さ ら に 、 一 般 入 賞 口 ５ に 限 ら ず 、 始 動 口 ６ ， 大 入 賞 口 ８ も 遊 技 球 の 入 球 に よ り 遊 技 者 に
所 定 の 利 益 （ 賞 球 の 払 い 出 し な ど ） を 付 与 す る た め の も の で あ る 。 そ し て 、 ス ペ ー サ １ １
０ が 遊 技 板 ３ ２ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に お い て 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ は
、 一 般 入 賞 口 ５ と 対 向 す る 位 置 に 限 ら ず 、 始 動 口 ６ ， 大 入 賞 口 ８ 、 ア ウ ト 口 ７ と 対 向 す る
位 置 に 備 え ら れ て も よ い 。 そ し て 、 始 動 口 ６ ， 大 入 賞 口 ８ 、 ア ウ ト 口 ７ に 入 球 し た 遊 技 球
が 通 路 部 １ ２ １ を 通 過 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 通 路 部 １ ２ １ の 上 端 １ ２ １ ａ は 賞 球 タ ン ク と 接 続 さ れ 、 通 路 部 １ ２ １ の 下 端 １ ２
１ ｂ は 上 皿 に 接 続 さ れ て も よ い 。 そ し て 、 賞 球 タ ン ク か ら の 遊 技 球 が 通 路 部 １ ２ １ を 介 し
て 、 上 皿 に 送 ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 さ ら に 、 球 通 路 部 １ ２ ０ の 形 状 や 、 通 路 部 １ ２ １ の 形 状 は 、 図 １ ２ に 示 す 形 状 （ 湾 曲 状
の 形 状 ） に 限 定 さ れ ず 、 球 受 け 入 れ 孔 １ １ ２ か ら 送 ら れ て き た 遊 技 球 を 通 過 さ せ る こ と が
で き る も の で あ れ ば 、 ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ ３ ） 発 光 部 材 １ ３ １ は 、 例 え ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ に よ り 構 成 さ れ る と し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず
、 例 え ば 、 ラ ン プ な ど で 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 開 口 部 １ １ ３ が ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ ず 、 発 光
基 板 １ ３ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 前 面 に 直 接 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 そ し て 、 ス ペ ー サ １
１ ０ の 前 面 に 発 光 基 板 １ ３ ０ が 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 正 面
側 か ら 見 て 発 光 基 板 １ ３ ０ に 配 備 さ れ た 複 数 の 発 光 部 材 １ ３ １ と 重 な る 位 置 に 、 ス ペ ー サ
１ １ ０ に 対 し て 取 り 付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 発 光 基 板 １ ３ ０ が ス ペ ー サ １ １ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る
が 、 各 発 光 部 材 １ ３ １ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 備 え ら れ た 開 口 部 １ ３ ２ の 位 置 に 直 接 取 り 付
け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ の 係 止 片 １ ４ ０ ａ ， １ ４ ０ ｂ が 、 ス ペ ー サ １ １ ０ の 係 止
孔 １ １ ０ ａ ， １ １ ０ ｂ に 係 止 さ れ る こ と に よ り 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 ス ペ ー サ １
１ ０ に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 以 下 の よ う に し て も よ い 。
即 ち 、 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 対 し て ネ ジ に よ り 固 定 さ れ て も よ い
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ス ペ ー サ １ １ ０ に 対 し て 、 発 光 基 板 １ ３ ０ 、 電 飾 用 レ
ン ズ 部 材 １ ４ ０ 、 球 通 路 部 １ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 ス ペ ー サ １ １ ０ と 発 光 基 板 １
３ ０ と 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 １ ４ ０ と 球 通 路 部 １ ２ ０ は 一 体 成 形 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
（ ４ ） 遊 技 板 ３ ２ の 表 側 の 遊 技 領 域 に 打 ち 出 さ れ て 転 動 す る 遊 技 球 が 、 遊 技 板 ３ ２ の 裏 側
の 遊 技 領 域 に 備 え ら れ た 所 定 の 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ に 転 動 案 内 さ れ た こ と
を 検 出 す る 検 出 部 ９ １ ， ９ ２ と 、 検 出 部 ９ １ ， ９ ２ に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 遊 技 球 の 通
過 を 判 定 す る 遊 技 球 通 過 判 定 手 段 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ ） と 、 当 該 判 定 結 果 に 基 づ い て 所 定 の
演 出 を 実 行 す る 演 出 実 行 手 段 （ 例 え ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ ） と が 備 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 こ こ で 、 図 １ ５ 乃 至 図 １ ７ は 、 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ 及 び 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 ４ の 詳 細
を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ５ 乃 至 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ は 、 表 側 の 遊 技
領 域 に 打 ち 出 さ れ た 遊 技 球 を 、 当 該 表 側 の 遊 技 領 域 に 備 え ら れ た 開 口 穴 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ か
ら 遊 技 板 ３ ２ の 裏 側 の 遊 技 領 域 へ 転 動 案 内 さ せ る と と も に 、 裏 側 の 遊 技 領 域 に 転 動 さ れ た
遊 技 球 を 、 表 側 の 遊 技 領 域 の 排 出 口 ４ ０ １ ， ４ ０ ３ ， ４ ０ ５ へ 排 出 す る 裏 通 路 部 ３ ０ ０ を
備 え て い る 。 こ の 裏 通 路 部 ３ ０ ０ は 、 少 な く と も 一 部 が 透 明 な 部 材 で 形 成 さ れ て お り 、 開
口 穴 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ か ら 入 球 し た 遊 技 球 を 遊 技 板 ３ ２ の 裏 側 へ 転 動 案 内 す る 誘 導 通 路 ３ ０
３ ， ３ ０ ４ と 、 誘 導 通 路 ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ か ら 誘 導 さ れ た 遊 技 球 を 遊 技 板 ３ ２ に 対 し て 左 右
方 向 に 転 動 案 内 す る 転 動 部 ３ ０ ５ と 、 転 動 部 ３ ０ ５ を 転 動 し た 遊 技 球 を 表 側 の 遊 技 領 域 に
備 え ら れ た 排 出 口 ４ ０ １ ， ４ ０ ３ ， ４ ０ ５ へ 案 内 す る 排 出 通 路 ４ ０ ２ ， ４ ０ ４ ， ４ ０ ６ と
、 排 出 通 路 ４ ０ ２ ， ４ ０ ４ ， ４ ０ ６ か ら 一 旦 表 側 の 遊 技 領 域 に 排 出 さ れ た 遊 技 球 を 再 び 遊
技 板 ３ ２ の 裏 側 へ 転 動 さ せ る と と も に 、 排 出 口 ４ ０ ９ を 介 し て 該 遊 技 球 を 所 定 の 入 賞 口 （
例 え ば 、 始 動 口 ） へ 案 内 す る 案 内 通 路 ４ ０ ８ と を 備 え て い る 。 こ れ に よ り 、 遊 技 板 ３ ２ の
裏 側 で は 遊 技 球 が 裏 通 路 部 ３ ０ ０ を 通 過 す る こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 遊 技 板 ３ ２ の
裏 側 を 流 下 す る 遊 技 球 に よ っ て 液 晶 部 ７ ０ ａ に 傷 が 付 か な い よ う に す る こ と が 可 能 な 構 造
を 持 つ こ と が で き る 。 ま た 、 液 晶 部 ７ ０ ａ か ら 発 す る 光 が 、 裏 通 路 部 ３ ０ ０ を 通 過 す る 遊
技 球 に 反 射 す る た め 、 弾 球 遊 技 機 １ は 、 当 該 光 の 反 射 に よ る 演 出 効 果 も 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 検 出 部 ９ １ （ 又 は 検 出 部 ９ ２ ） は 、 非 接 触 に て 遊 技 機 が 遊 技 球 通 過 領 域 を 通 過 し た こ と
を 検 出 す る 検 出 部 で あ り 、 本 実 施 形 態 で は 発 光 部 ９ １ ａ （ 又 は 発 光 部 ９ ２ ａ ） と 、 受 光 部
９ １ ｂ （ 受 光 部 ９ ２ ｂ ） と を 備 え て い る （ 図 １ １ 参 照 ） 。 こ れ ら の 発 光 部 ９ １ ａ （ 又 は 発
光 部 ９ ２ ａ ） 及 び 受 光 部 ９ １ ｂ （ 受 光 部 ９ ２ ｂ ） の そ れ ぞ れ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 遊
技 板 ３ ２ の 裏 面 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ た ス ペ ー サ １ １ ０ の 相 対 向 す る 左 右 の 側 面 内 に
離 間 さ れ て 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 裏 側 の 遊 技 領 域 を 構 成 し て い る 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 ３ の 左 右 の 誘 導 通 路 ３ ０ ３ ， ３ ０ ４
に そ れ ぞ れ 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ が 備 え ら れ て お り 、 上 述 の 検 出 部 ９ １ は 、
開 口 穴 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ か ら 入 球 し 、 当 該 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ へ 流 下 す る 遊
技 球 を 検 出 す る 。 こ の 誘 導 通 路 ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ は 、 発 光 部 ９ １ ａ か ら の 単 一 の 光 路 Ｌ １ 上
に そ れ ぞ れ の 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ が 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 検
出 部 ９ １ は 、 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ の い ず れ か 一 つ を 遊 技 球 が 通 過 し た こ と
を 検 出 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 検 出 部 ９ ２ は 、 開 口 穴 ４ ０ ７ か ら 入 球 し 、 当 該 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ へ 流 下 す る 遊 技
球 を 検 出 す る 。 こ の 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ は 、 裏 側 の 遊 技 領 域 を 構 成 し て い る 第 ２ 遊 技
球 誘 導 部 材 ４ の 案 内 通 路 ４ ０ ８ 内 に 備 え ら れ て い る 。 こ の 案 内 通 路 ４ ０ ８ は 、 発 光 部 ９ １
ａ か ら の 単 一 の 光 路 Ｌ ２ 上 に 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ が 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る
。 検 出 部 ９ ２ は 、 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ を 遊 技 球 が 通 過 し た こ と を 検 出 可 能 に し て い る
。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ ８ は 、 発 光 部 ９ １ ａ ， ９ ２ ａ か ら 発 光 さ れ た 光 が 受 光 部 ９ １ ｂ ， ９ ２ ｂ に よ っ て 受
光 さ れ る ま で の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 発 光 部 ９ １ ａ か ら の 光 は 、 先
ず 発 光 部 ９ １ ａ 寄 り の 誘 導 通 路 ３ ０ ３ に 備 え ら れ た 導 光 穴 ３ ２ ０ か ら 進 入 し 、 当 該 誘 導 通
路 ３ ０ ３ 内 の 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ を 貫 通 し 、 も う 一 方 の 誘 導 通 路 ３ ０ ４ 内 の 遊 技 球 通
過 領 域 ３ ０ ４ ａ を 貫 通 し 、 排 光 穴 ３ ２ １ か ら 外 部 に 進 行 し て 受 光 部 ９ １ ｂ に よ っ て 受 光 さ
れ る 。 同 様 に し て 、 発 光 部 ９ ２ ａ か ら の 光 は 、 案 内 通 路 ４ ０ ８ に 備 え ら れ た 穴 ４ １ ０ か ら
進 入 し 、 当 該 案 内 通 路 ４ ０ ８ 内 の 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ を 貫 通 し 、 受 光 部 ９ ２ ｂ に よ っ
て 受 光 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
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　 し た が っ て 、 受 光 部 ９ １ ｂ が 発 光 部 ９ １ ａ か ら の 光 を 受 光 で き な い と き は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １
は 、 遊 技 球 通 過 領 域 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ｂ の い ず れ か 一 方 又 は 双 方 を 遊 技 球 が 通 過 し た も の
と 判 定 し 、 様 々 な 演 出 を 実 行 す る 。 同 様 に し て 、 受 光 部 ９ ２ ｂ が 発 光 部 ９ ２ ａ か ら の 光 を
受 光 で き な い と き は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ は 、 遊 技 球 通 過 領 域 ４ ０ ８ ａ を 遊 技 球 が 通 過 し た も の と
判 定 し 、 様 々 な 演 出 を 実 行 す る 。 こ の Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が 遊 技 球 の 通 過 検 出 に 基 づ い て 様 々 な 演
出 表 示 を 行 う こ と に よ り 、 弾 球 遊 技 機 １ は 遊 技 者 に 高 い 期 待 感 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 弾 球 式 遊 技 機 の 外 観 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 弾 球 式 遊 技 機 の 各 部 を 分 解 し た 様 子 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 を 示 す 裏 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 が ベ ー ス ド ア に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 と の 間 に ス ペ ー サ が 挟 み 込 ま れ
て い る 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 と の 間 に ス ペ ー サ が 挟 み 込 ま れ
て い る 様 子 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 の 裏 面 に ス ペ ー サ が 備 え ら れ て い る 様 子 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 と ス ペ ー サ と 球 通 路 部 と 発 光 基 板 と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
部 と が 分 解 さ れ た 様 子 を 示 す 分 解 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 形 態 に お け る 正 面 側 か ら 見 た と き の ス ペ ー サ を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 形 態 に お け る ス ペ ー サ と 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 部 と の 間 の 配 置 関 係 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 正 面 側 か ら 見 た と き の 球 通 路 部 １ ２ ０ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 球 通 路 部 と 発 光 基 板 と が ス ペ ー サ に 取 り 付 け ら れ て い る 様
子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 実 施 形 態 に お け る 電 飾 用 レ ン ズ 部 材 が ス ペ ー サ に 取 り 付 け ら れ て い る 様 子 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 及 び 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 の 詳 細 を 示 す
図 で あ る （ そ の １ ） 。
【 図 １ ６ 】 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 及 び 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 の 詳 細 を 示 す
図 で あ る （ そ の ２ ） 。
【 図 １ ７ 】 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 及 び 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 の 詳 細 を 示 す
図 で あ る （ そ の ３ ） 。
【 図 １ ８ 】 本 実 施 形 態 に お け る 発 光 部 か ら 発 光 さ れ た 光 の 光 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 １ … 弾 球 遊 技 機 、 ３ … 第 １ 遊 技 球 誘 導 部 材 、 ４ … 第 ２ 遊 技 球 誘 導 部 材 、 ４ ａ … 誘 導 路 ユ
ニ ッ ト 部 、 ５ … 一 般 入 賞 口 、 ６ … 始 動 口 、 ６ ａ … 始 動 口 ユ ニ ッ ト 部 、 ７ … ア ウ ト 口 、 ８ …
大 入 賞 口 、 ８ ａ … 大 入 賞 口 ユ ニ ッ ト 部 、 １ ０ … ガ ラ ス 枠 、 １ １ … 前 面 ガ ラ ス 、 ２ ０ … 皿 部
、 ３ ０ … 遊 技 盤 、 ３ ０ ａ … 係 止 孔 、 ３ １ … 孔 部 、 ３ ２ … 遊 技 板 、 ４ ０ … 発 射 ハ ン ド ル 、 ６
０ … ベ ー ス ド ア 、 ６ ０ ｃ 、 ６ ０ ｆ … ヒ ン ジ 凹 部 、 ６ ０ ｄ … 開 口 部 、 ６ ０ ｅ … 開 口 部 、 ６ ０
ｇ 、 ８ ０ ａ … ヒ ン ジ 凸 部 、 ６ １ … 留 め 部 材 、 ６ １ ａ … 板 部 、 ６ １ ｂ … 回 転 部 、 ７ ０ … 液 晶
デ ィ ス プ レ イ 部 、 ７ ０ ａ … 液 晶 部 、 ７ ０ ｂ … 液 晶 枠 、 ７ ５ … ス ピ ー カ 、 ８ ０ … 外 枠 、 ９ ０
… 第 １ ユ ニ ッ ト 部 、 １ ０ ０ … 第 ２ ユ ニ ッ ト 部 、 １ １ ０ … ス ペ ー サ 、 １ １ ０ ａ … 第 １ の 係 止
孔 、 １ １ ０ ｂ … 第 ２ の 係 止 孔 、 １ １ ０ ｃ … 貫 通 孔 、 １ １ １ … 係 止 片 、 １ １ ２ … 球 受 け 入 れ
孔 、 １ １ ３ … 開 口 部 、 １ １ ４ … 凹 部 、 １ １ ５ … 突 出 部 、 １ １ ７ … 係 止 片 、 １ ２ ０ … 球 通 路
部 、 １ ２ １ … 通 路 部 　 １ ２ ２ … 差 込 み 孔 、 １ ２ ３ … 係 止 孔 、 １ ２ ５ … 遊 技 球 検 出 ス イ ッ チ
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、 １ ２ ５ ａ … 通 過 孔 、 １ ３ ０ … 発 光 基 板 、 １ ３ １ … 発 光 部 材 、 １ ３ ２ … 開 口 部 、 １ ４ ０ …
電 飾 用 レ ン ズ 部 材 、 １ ４ ０ ａ … 第 １ の 係 止 片 、 １ ４ ０ ｂ … 第 ２ の 係 止 片 、 ３ ０ ０ … 裏 通 路
部 、 ３ ０ １ ， ３ ０ ２ … 開 口 穴 、 ３ ０ ３ ， ３ ０ ４ … 誘 導 通 路 、 ３ ０ ３ ａ ， ３ ０ ４ ａ … 遊 技 球
通 過 領 域 、 ３ ０ ５ … 転 動 部 、 ３ ２ ０ … 導 光 穴 、 ３ ２ １ … 排 光 穴 、 ４ ０ １ ， ４ ０ ３ ， ４ ０ ５
… 排 出 口 、 ４ ０ ２ ， ４ ０ ４ ， ４ ０ ６ … 排 出 通 路 、 ４ ０ ７ … 開 口 穴 、 ４ ０ ８ … 案 内 通 路 、 ４
０ ８ ａ … 遊 技 球 通 過 領 域 、 ４ ０ ９ … 排 出 口 、 ４ １ ０ … 穴
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